
父親が始めたりんご栽培を引き継いで、今年で11年目になります。長年、工業関係の仕事に携わって
いた私が就農するにあたり、多くの皆様にご指導をいただきました。
りんご栽培などの本を読み、果樹組合主催の講習会にも積極的に参加し、栽培技術の修得に努力を重

ねて現在に至っております。
近年、地球温暖化による影響で、早生種の着色や熟化の遅れ、落下、害虫による被害など問題が生じて

いますのでどうしても10月や11月に収穫できる品種に片よりがちです。
全国的にりんごの品種は数多くありますが、その中で群馬県（渋川）の土地や気候に合った、栽培しや

すく収益を見込める品種を選択し、いかに早く切り換えていくことが大事ではないかと感じています。
群馬県で育成されたりんごの「おぜの紅」や全国的に人気が出ている「ぐんま名月」に期待を寄せたい

と思います。

�
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43
％
を
取
り
入
れ
る
事
に
よ
り
関
税
が

13
％
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
か
ろ
う

じ
て
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
守
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
入
っ
て
い
な
い
ミ

ャ
ン
マ
ー
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

現
状
で
は
17
倍
の
内
税
で
コ
ン
ニ
ャ

ク
粉
が
守
ら
れ
て
い
る
が
、
撤
廃
さ
れ

る
様
で
は
崩
壊
に
追
い
込
ま
れ
ま
す
。

中
国
に
お
い
て
は
尖
閣
諸
島
問
題
で

お
か
し
く
な
り
、
タ
イ
に
お
い
て
は
昨

年
の
洪
水
に
よ
り
災
害
、
今
年
は
米
国

の
干
ば
つ
で
穀
物
が
不
作
で
、
食
料
は

も
と
よ
り
家
畜
の
餌
が
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
。

身
近
な
問
題
で
は
、
上
白
井
地
区
は

有
害
鳥
獣
で
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
ク
マ

等
の
被
害
が
拡
大
し
、
電
牧
柵
の
設
置

や
猟
友
会
に
お
い
て
は
、
檻
や
捕
獲
ワ

ナ
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
件
数
が
増

え
る
ば
か
り
で
駆
除
が
追
い
つ
い
て
い

き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
全
市
内

の
耕
作
放
棄
地
を
調
査
し
、
図
面
に
色

ぬ
り
を
し
て
い
ま
す
が
、
約
28
ヘ
ク
タ

ー
ル
く
ら
い
の
放
棄
地
が
見
ら
れ
ま

す
。
今
後
、
行
政
が
本
腰
で
取
り
組
ま

な
い
と
打
開
策
が
見
ら
れ
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。

緑
豊
か
な
農
地
を
め
ざ
し
て

農
政
部
会
長
職
務
代
理
者

飯
塚
　
文
二

（
上
白
井
）

三
十
年
前
、
農
業
委
員
会
に
携
わ
っ

た
時
は
、
バ
ブ
ル
の
最
中
で
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
を
や
る
よ
り
百
姓
の
方
が
稼
げ
る

と
の
中
で
、
若
者
が
Ｕ
タ
ー
ン
を
し
た

時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
崩
壊
し
農

家
離
れ
が
進
み
ま
し
た
。
現
在
に
至
っ

て
は
、
高
齢
化
で
畑
を
守
る
と
い
う
事

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
と
な
え
て
い

る
が
、
原
則
と
し
て
関
税
の
即
時
ま
た

は
十
年
以
内
に
段
階
的
に
撤
廃
さ
れ
、

例
外
は
認
め
な
い
と
の
事
で
す
が
、
今

回
に
お
い
て
は
、
食
料
自
給
率
が
42
〜

昨
年
11
月
と
今
年
８
月
、
両
農
業
委

員
会
で
意
見
交
換
会
が
実
施
さ
れ
、
率

直
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
市
内
に
出
耕
作
す
る
農
家
や
法

人
に
よ
る
農
地
の
管
理
の
徹
底
や
、
法

に
基
づ
く
適
正
な
利
用
権
設
定
を
す
る

よ
う
お
互
い
に
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

遊
休
・
耕
作
放
棄
地
だ
け
で
な
く
、

無
断
転
用
や
不
法
投
棄
地
に
な
ら
な
い

よ
う
農
地
を
守
る
た
め
、
農
業
委
員
が

地
区
ご
と
の
班
編
制
で
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
パ
ト
ロ
ー
ル
で

発
見
さ
れ
た
時
（
一
般
か
ら
の
相
談
や

通
報
）
に
は
、
農
地
所
有
者
に
対
し
て
、

通
知
や
個
別
訪
問
を
行
い
、
農
地
復
元

な
ど
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

相
談
日
を
設
け
、
各
地
区
の
総
合
支

所
を
会
場
に
、
農
業
委
員
が
交
代
で
農

家
か
ら
の
相
談
（
農
地
の
貸
し
借
り
・

売
買
・
ト
ラ
ブ
ル
等
）
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。

ご
相
談
の
際
は
事
前
に
電
話
で
、
ご

予
約
願
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、
遊
休
農
地
の
発

生
防
止
と
解
消
の
取
り
組
み
を
始
め

「
行
動
す
る
農
業
委
員
会
」
と
し
て
農

業
の
発
展
と
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る

た
め
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
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象
に
含
め
る
よ
う
国
へ
要
請
さ
れ
た
い
。

(

５)

農
業
用
水
確
保
の
た
め
の
環
境
整
備

水
源
地
及
び
そ
の
周
辺
等
へ
の
外

国
人
国
籍
に
よ
る
所
有
権
移
転
に
よ

り
農
業
用
水
の
枯
渇
が
起
き
な
い
よ

う
に
あ
ら
か
じ
め
秩
序
あ
る
制
度
の

構
築
を
国
へ
要
請
さ
れ
た
い
。

２.

地
域
農
産
物
・
特
産
物
を
活
用
し

た
農
業
の
活
性
化
の
推
進
に
つ
い

て
３.

農
業
用
水
の
汚
染
防
止
対
策
に
つ
い

て
４.

農
業
委
員
会
組
織
の
活
動
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て

５.

遊
休
農
地
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

６.

担
い
手
対
策
に
つ
い
て

７.

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
・
維
持
管

理
に
つ
い
て

８.

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

９.

食
育
の
推
進
に
つ
い
て

10.

農
地
情
報
の
整
備
・
強
化
に
つ
い

て

関
税
率
の
現
状
維
持
の
特
例
が
、

Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）、
Ｆ
Ｔ

Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）
等
で
も
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

３
）輸
入
飼
料
の
価
格
安
定
対
策
に
つ

い
て
、
バ
イ
オ
燃
料
増
産
等
の
影

響
に
よ
り
、
輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

等
の
飼
料
用
作
物
が
高
騰
し
、
畜

産
農
家
は
大
打
撃
を
受
け
て
い
る

こ
と
か
ら
、
価
格
安
定
対
策
の
一

層
の
強
化
を
図
ら
れ
た
い
。

(

３)

水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策

中
小
規
模
農
家
ま
で
対
象
を
拡
大

し
、
生
産
コ
ス
ト
に
見
合
う
価
格
保
障

と
所
得
補
償
と
な
る
よ
う
、
過
去
実
績

に
よ
る
固
定
払
い
方
式
を
見
直
し
す
る

な
ど
、
現
場
の
声
を
反
映
し
、
よ
り
良

い
制
度
に
さ
れ
た
い
。

(

４)

農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金

申
請
・
報
告
手
続
と
確
認
事
務
の
簡

素
化
と
現
在
交
付
金
の
対
象
外
と
な
っ

て
い
る
非
農
用
地
区
域
（
白
地
）
を
対

４
）環
境
放
射
能
測
定
は
、
県
内
地
域

を
細
分
化
の
う
え
綿
密
に
行
い
、

一
律
の
出
荷
停
止
と
な
ら
な
い
よ

う
的
確
な
調
査
の
対
応
を
行
う
こ

と
。

５
）風
評
被
害
を
含
み
被
災
地
の
農
業

復
旧
が
進
展
す
る
よ
う
制
度
融
資

の
対
応
を
行
う
こ
と
。

６
）農
業
者
に
対
す
る
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
損
害
賠
償

に
あ
た
っ
て
は
、
風
評
被
害
も
あ

わ
せ
、
そ
の
迅
速
化
を
図
る
と
と

も
に
手
続
き
の
更
な
る
簡
素
化
と

申
請
方
法
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

い
説
明
を
東
京
電
力
に
行
わ
せ
る

こ
と
。

(

２)

農
畜
産
物

１
）関
税
撤
廃
の
例
外
措
置
を
認
め
な

い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）

交
渉
へ
の
不
参
加
。

２
）米
麦
、
特
産
品
「
こ
ん
に
ゃ
く

（
芋
・
精
粉
・
荒
粉
含
む
）」
等
の

１.

国
・
県
へ
の
要
請
に
つ
い
て

(

１)

原
発
事
故

１
）出
荷
停
止
に
伴
う
農
畜
産
物
に
対

す
る
十
分
な
補
償
を
行
う
こ
と
。

２
）風
評
被
害
に
よ
り
買
い
控
え
が
あ

っ
た
農
畜
産
物
に
つ
い
て
も
十
分

な
補
償
及
び
消
費
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ

と
。

３
）風
評
被
害
を
招
か
な
い
よ
う
適
正

な
公
表
を
行
う
こ
と
。

農
業
業
委
員
会
は
平
成
24
年
10
月
９
日
に
市
長
へ
建
議
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
建
議
書
は
、
農
業
者
の
意
見
や
要
望
を
基
に
委
員
会
で
整
理
し
た
も

の
を
総
会
で
議
決
さ
れ
決
定
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
建
議
書
は
、
新
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
農
業
施
策
に
お
い
て

積
極
的
な
措
置
を
講
じ
ら
れ
、
農
政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
一
部
要
約
、
抜
粋
）

建議書を廣田会長(左)から
阿久津市長へ手渡した
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赤
城
橘
農
業
協
同
組
合
推
薦
の

農
業
委
員
が
か
わ
り
ま
し
た
。

松
井
洋
二
　
委
員
（
北
橘
）

担
当
地
区
　
箱
田

抱
負
等

赤
城
橘
農
業
協
同
組
合
の
推
薦

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

農
協
を
中
核
と
し
て
、
地
産
地

消
を
推
進
す
る
な
か
で
、
食
の
安

全
安
心
と
農
業
者
の
生
産
意
欲
の

向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

農
業
の
振
興
・
発
展
に
ご
尽
力

戴
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

塩
谷
　
勝
巳
　
氏
（
北
橘
）

４
人
の
女
性
農
業
委
員
が
、
日
頃
ど
ん

な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

毎
月
行
わ
れ
る
農
地
部
会
に
お
い
て
、

農
地
利
用
や
農
地
転
用
な
ど
を
審
議
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
農
政
部
会
に
お
い
て
も
、
農
業

者
の
農
業
生
産
及
び
農
業
経
営
に
関
し
調

査
・
研
究
を
し
て
、
こ
の
情
報
を
農
業
者

に
提
供
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
年
の
１
月
に
は
「
ぐ
ん
ま

女
性
農
業
委
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
内
女
性
農
業
委
員
77
人
で

組
織
さ
れ
、
女
性
の
感
性
で
農
業
が
抱
え

て
い
る
問
題
な
ど
を
意
見
交
換
す
る
こ
と

に
よ
り
、
農
業
や
地
域
の
活
動
を
良
く
し

て
い
く
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

ま
た
、「
渋
川
市
農
村
女
性
会
議
」
に
お

い
て
も
、
農
村
就
業
人
口
の
過
半
数
を
占

め
る
女
性
が
、
農
業
・
農
村
の
発
展
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
能
力
を
発
揮

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
村
女
性
リ
ー
ダ

ー
研
修
会
や
講
演
会
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、

よ
り
積
極
的
な
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

農業委員会では、遊休農地の発生防止と
解消の取り組みとして、市内各地区に遊休
農地解消モデルほ場を設け、雑草を抑制す
るマメ科の緑肥作物「ヘアリーべッチ」を
播種しました。さらに、播種したほ場には
環境保全型農業として試験的に果菜類を
栽培しているところもあります。
農業委員会が設置、管理している展示ほ

が現在８か所あります。（詳しくは農業委員会事務局へお問い合わせください。)

７月～８月 敷藁状になり雑草を抑制10月～翌年６月 青々として飛砂を防止

◆メリット１ 農地を持たない農業者や家族農業従事者も加入できます（国民年金第１号被保険者）
◆メリット２ 少子高齢化時代に強い年金…積立方式で安定した財政運営を行います
◆メリット３ 保険料の額は自由に決められます（月額２万円から６万７千円まで千円単位）
◆メリット４ 80歳までの保証が付いた終身年金です
◆メリット５ 公的年金ならではの税制上の優遇措置があります
◆メリット６ 農業の担い手（認定農業者等）には、手厚い政策支援（保険料の国庫補助）があります

新しい農業者年金制度は安心して頼れる魅力ある制度にな新しい 者年金制度は安心して頼れる魅力ある制度になりましたりました新しい農業者年金制度は安心して頼れる魅力ある制度になりました

詳しくは、地区の農業委員、または農業委員会事務局へ

毎週金曜日発刊
購読料月額600円(税込）

お申し込みは地区の農業委員へ

農政の動きを知り
経営に役立てる
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農地の流動化関連事業を効率的、効果的に実施するため、農用地の利用調整活動を行いました。
農用地利用調整（１年間）の結果は、以下のとおりです。

・３年未満
・３年以上６年未満
・６年以上10年未満
・10年以上
※平成23年度末現在の利用集積合計面積 767.1ha（筆数6,464筆）

再設定 28,875.00m2

再設定 530,765.08m2

再設定 199,301.58m2

再設定 242,041.96m2

新規 6,859.00m2

新規 79,439.00m2

新規 175,570.95m2

新規 64,151.94m2

①農地流動化地域総合推進事業

国の策定した耕作放棄地解消支援ガイドラインの解消計画にあたっては、関係機関と連携を図りなが
ら耕作放棄地解消の取り組みに努めるとともに、農業委員会が従来から取り組んできた各地域の実態に
応じた遊休農地の利用増進に効果のある、緑肥作物「ヘアリーベッチ」の積極的な推進に努めました。

②耕作放棄地解消対策事業

平成23年度合計面積1,327,004.51m2（合計筆数985筆）

平成23年度解消面積
・平成23年度 4,956m2（うち助成金面積528m2）
※平成18年度から平成23年度までの解消面積 159,837m2

経済の国際化が一層進展する中、経済連

携協定（EPA）や自由貿易協定（FTA）が、世

界貿易機関（WTO）を補完するものとして

締結数が増加しています。

一方、例外を認めず全品目の関税を撤廃

する（８割を即時撤廃、その他の品目でも原則10年以内で段

階に撤廃）包括的な協定、環太平洋戦略的連携協定（TPP）に

対し、国は交渉への参加検討を表明して「包括的経済連携に

関する基本方針」を決定し、情報収集のため関係国との協議

を開始しました。

また、平成22年３月に閣議決定された食糧・農業・農村基

本計画では、国家戦略の下、「国民全体で農業・農村を支える

社会」の創造を新たに掲げました。

こうした環境の中で、本市の農業情勢は担い手の減少や高

齢化、耕作放棄地の増大、長引く農畜産物価格の低迷など厳

しい状況にあります。このような状況を踏まえ、農業委員会

では、かけがえのない農地と担い手を守り、力強い農業をつ

くる「行政と農業者のかけ橋」の理念のもと、地域農業者の代

表機関として、農業の進展に努めました。
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農業経営の改善と発展に繋げるために家族経営協定の締結を積極的に推進して、家族経営協定締結者
による合同調印式を実施しました。

平成23年度締結 ８経営
内訳：赤城…４経営 北橘…４経営 ※平成23年度末の締結総数 214経営

家族経営協定の普及

農地法が平成21年12月15日から改正されたことに伴い、許可等の業務が質量とも増大するため、農地
制度の実務にあたっては、適正かつ円滑に行われるように努めました。

毎月の申請受付及び転用許可済地の適正な進捗状況確認と現地調査に合わせた農地パトロール
によって適正な農地管理の指導を行いました。

農地法に基づく農地事務について、優良農地の確保と有効利用が図られるよう適正かつ厳格な処理に
努め、広報紙等を通じて農地制度の周知徹底を行い違反転用防止を図るとともに、農地法許可後の利用状
況調査等によって適正な農地行政に努めた。

・農地法第３条許可
・農地法第４条許可
・農地法第５条許可
・農地法第18条第６項
・合意解約通知書
・許可後の利用状況調査
・未着工者へ通知発送

108件
49件
268件
70件
51件
84件
17件

119,396.00m2

26,319.23m2

149,846.74m2

106,711.93m2

103,072.00m2

43,542.00m2

10,897.00m2

●中心を担う経営体への農地の集積　●後継者不足の解消　●地域農業のあり方の明確化�

○戸別所得補償の規模拡大加算を受けられます。 ○農地の出し手は農地集積協力金を受けられます。
○最大５年間、青年就農給付金を受けられます（新規就農者への支援）。
○スーパーL資金が５年間（当初）無利子化されます（認定農業者への支援）。

地域の代表者からなる「人・農地プラン」作成委員会が作成したプランを、市内の農業関係団体の代表者からなる「人・農
地プラン」検討会が審査し、最終的に市が決定します。なお、「人・農地プラン」は、状況に応じて随時変更できます。

※プランによって位置づけられた経営体（農業者）が、プランの内容を実行する際には、一定の条件のもとで国からの支援
を受けられます。

主な支援内容（詳細はお問い合わせください）

「人・農地プラン」作成目的�

「人・農地プラン」作成方法�



�
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「
小
野
子
山
の
恵
み
を
お
す
そ
わ
け
」

こ
の
よ
う
な
心
構
え
で
今
年
の
四
月

一
日
か
ら
私
ど
も
「
一
般
社
団
法
人

道
の
駅
お
の
こ
」
が
運
営
に
あ
た
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。道
の
駅
お
の
こ
は
、

平
成
七
年
八
月
に
開
業
し
て
か
ら
今
ま

で
に
、
多
く
の
お
客
様
に
愛
さ
れ
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、

渋
川
市
の
運
営
で
地
元
農
産
物
の
生
産

振
興
に
よ
り
地
域
農
業
の
活
性
化
を
図

り
、
お
年
寄
り
の
生
き
甲
斐
作
り
に
も

貢
献
す
べ
く
小
野
上
地
区
の
農
業
振
興

の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き

ま
し
た
。

直
売
所
は
な

ん
と
い
っ
て
も

お
客
様
が
主
役

で
す
。
こ
れ
か

ら
も
「
お
す
そ

分
け
」
の
心
を

大
切
に
、
農
産

物
の
生
産
振
興

は
も
と
よ
り
、

地
元
産
を
生
か
し
た
加
工
品
の
開
発
や

食
堂
の
新
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
、
さ
ら
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
農
産
物
や
地
域

の
情
報
な
ど
を
発
信
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
現
社
員
に
加
え
て
、

新
規
就
農
者
や
定
年
帰
農
者
の
方
々
を

取
り
込
む
と
と
も
に
、
農
産
物
の
生
産

量
を
増
や
す
た
め
耕
作
放
棄
地
の
利
活

用
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
が
ん
ば
っ

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
渋
川

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
様
々
な
ご
要
望

を
い
た
だ
き
、
ド
ラ
イ
ブ
中
ゆ
っ
た
り

と
休
憩
で
き
、
楽
し
く
お
買
い
物
が
出

来
る
よ
う
な
道
の
駅
に
し
て
い
き
た
い

と
社
員
全
員
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
「
道
の
駅
お
の
こ
」
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今泉 幸一さん（代表理事）


